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建築設備用を中心としたポリエチレン管の概要と特長について…⑴

　１．はじめに
　配水分野で長年にわたり実績を積んだ耐震
性、耐久性に優れた高性能ポリエチレン管を
「建築設備用ポリエチレンパイプシステム研究
会（以下、当研究会及びPWAと呼称）」では建
物給水管用途として開発・実用化を図るべく、
（独）都市再生機構様と共同で、様々な実験・検
証を行ってきた。2006年に「給水用高密度ポ
リエチレン管・継手※PWA005/006規格」とし
て建築市場に投入し、建物給水管して18年に
わたる実績を積む製品・システムに至った。
　その結果、高性能ポリエチレン管を使用した
信頼性・施工性、さらにコスト的に優れた新し
い給水システムを実現することができた。
　敷地内埋設配管からピット内横引き管、給水
立て管、メーター部まで、高い信頼性を有し、
オール樹脂管路が構築できる建築設備用の高性
能ポリエチレン管を中心に、その他当研究会で
規格化している消火配管用途や工場配管用途の
ポリエチレン管を紹介する。

　２．規格体系
　当研究会での規格番号、名称、適用呼び径を
第１表に示す。
　規格は水道本管用途（PWA001、002）、建物
給水管用途（PWA005、006）、消火配管用途
（PWA008、009）、工場配管用途（PWA011、
012）及びそれらに関わる各種金属継手（PWA	
007、010）で構成されている。
　管・継手の外観の一例を第２表に示す。

　また当研究会の管外径はJIS外径を中心とし
た規格構成である。これは国内の建築設備をは
じめとした配管市場では既存の金属管（塩ビラ
イニング鋼管、ステンレス鋼管、配管用炭素鋼
鋼管等）や塩ビ管はJIS外径が主流であること、
また国内展開にはJIS外径であれば

	⿠改修工事の場合、既存のスリーブの活用を
考えると既存管種からの代替が容易
	⿠支持金具、スリーブ、保温材が共有化でき
る

などのメリットが挙げられる。

　３．ポリエチレン管について
　高密度ポリエチレン樹脂（PE100）を用いた
ポリエチレン管は、長期的な耐久性に優れたパ
イプである。日本国内の配水管で採用されてい
る管厚設計SDR11（外径÷管厚＝11）において、
20℃で最大使用圧力1MPa（10.2kgf/cm2）の使
用に供した場合、50年以上の耐久性（埋設管は
100年以上）が見込める。
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第１図　建物給水管
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　以下、その性能を詳述する。
　３−１　耐震性・耐久性

	⿠電気融着接合（以下EF接合と呼称）によ
り管路一体構造が可能である。
	⿠ポリエチレン管は可とう性が大きく地震
に圧倒的な強さを発揮する。
	⿠酸・アルカリ等に強く腐食の心配がない。

　３−２　施工性
	⿠軽量のため取り扱いやすい（呼び径50の
場合：ポリエチレン管は0.96kg/m。塩ビ
ライニング鋼管は5.7kg/m）。
	⿠EF接合によりねじ切りや溶接などの熟練
作業が不要。

　３−３　保温レスの検討が可能
	⿠ポリエチレン管を採用することで断熱性

が向上するため屋内配管で一定の環境下
であれば保温レスの検討が可能。

　　※使用条件により保温は必要な場合あり。

　４．主な製品・システム
　以下に当研究会で規格化している主な製品・
システム群を紹介する。
　４−１　 給水用高密度ポリエチレン管・継手

（PWA005/006）
　これらの管・継手は建物全般（集合住宅、非
住宅）の給水管（埋設配管、ピット内配管、給
水立て管等）に使用されている（第１図）。

第２表　管・継手の外観

用途 建物給水管用途 消火配管用途 工場配管用途
規格番号 PWA005/006 PWA008/009 PWA011/012

管

PN10（最高許容圧力1.0MPa） PN12（最高使用圧力1.2MPa）

PN16（最高許容圧力1.6MPa） PN16（最高使用圧力1.6MPa）

継手

PN10 PN12 PN16PN16
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　次に管のラインアップと寸法をそれぞれ第３
表、第４表に示す。

　これらの管・継手は公共住宅建設工事標準仕
様書に掲載されており、公的な管・継手として
市場に広く浸透している。
　また防火区画貫通部は熱膨張性耐火シートを
管に一周巻き付けることで区画貫通が可能とな
る。写真１に熱膨張性耐火シートを示す。

第３表　管のラインアップ

種類 最高許容圧力
PN10 1.0MPa
PN16 1.6MPa

第４表　管の寸法（単位：mm）

※PN16は65、125、200の製品品揃えはない

写真１　熱膨張性耐火シート
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　４−２　 消火配管用ポリエチレン管・継手
（PWA008/009）

　これらの管・継手は主に消火設備の地中埋設
を主とした水配管部分や連結送水管の埋設部分
に使用されている（第２図）。
　酸性、アルカリ性土壌でも腐食の心配がなく
電食も起こらないため、消火の埋設配管として
実績を伸ばしている。
　次に管のラインアップと寸法をそれぞれ第５
表、第６表に示す。
　また、これらの管・継手は平成13年消防庁告
示第19号に基づき（一財）日本消防設備安全セン
ターの性能認定を取得している（第７表、第８
表）。

第２図　消火配管の適用箇所（代表例）

第５表　管のラインアップ

種類 最高許容圧力
PN12 1.2MPa
PN16 1.6MPa

第６表　管の寸法（単位：mm）

※PN16は50、65、75、200の製品品揃えはない

第７表　PN12の性能認定番号

第８表　PN16の性能認定番号
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　４−３　 工業用高密度ポリエチレン管・継手
（PWA011/012）

　これらの管・継手は工業用水、廃液、薬液用
配管等に使用されている（第３図）。
　酸やアルカリに強く、サビや腐食も発生しな
いことや管を黒色化することで耐候性が向上
し、屋外配管が可能である。
　次に管のラインアップと寸法をそれぞれ第９
表〜第11表に示す

第３図　工場配管

第９表　管のラインアップ

種類 （参考）
管外径寸法

１種管
JIS	K	6761
（１、２種管）と
同一寸法体系

２種管 ISO	4427-2の
寸法体系

第10表　管の寸法（１種管　単位：mm）

第11表　管の寸法（２種管　単位：mm）
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　５．EF接合
　４章で紹介した各種ポリエチレン管の接合方
法は基本的にEF接合が用いられる。
　EF接合の融着メカニズムとしては継手内に
埋め込まれた電熱線に電流を流すことにより、
管表面と継手内面を同時に溶かして融着・接合
する。溶けた樹脂は体積が増加し、界面に圧力
が生じて管と継手は融着され、完全に一体化す
る（写真２、第４図、第５図）。
　完全に一体化することにより写真３のように
例えば内水圧2.5MPa（25.5kgf/cm2）をかけた
状態で300mmの強制変位を与えても接合部に
異常がないことを確認している（性能試験の一
例、写真３）。

　６．施工工具
　EF融着施工には工具が必要となる。工具例
を写真４に示す。これらの工具はレンタルや販
売を行っている。詳しくは当研究会のホーム
ページを参照頂きたい。
　特にEFコントローラーは仮設電源の単独電
源の確保や近くに電源がない場合は発電機を用
いるケースがある。そのため最近ではバッテ
リーを用いた電源不要のコントローラーが登場
している（写真５）。

　７．施工手順
　以下にEFソケットを用いたEF接続の施工の
一般的な流れを示す（第６図）。

写真２　EF接続の施工イメージ

第４図　EFソケットの構造

第５図　EF接合の融着メカニズム

写真３　内水圧をかけたせん断試験

写真５　バッテリー式コントローラー

写真４　各種工具（例）

EFコントローラー

クランプ

スクレーパー
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第６図　EF施工の流れ

① 管の切断
所定のパイプカッター等を用いて管を切断する

② 管の点検・清掃
管に傷、汚れ等がないかを点検する。管に付着
している土や汚れを事前に清掃する

③ 挿入標線の記入
継手の挿入長さをメジャー等で確認し管に挿入
標線を記入する

④ 管融着部へのマーキング
管融着部に切削状態確認用のマーキングを行う。
（切削面には斜線等を入れる）

⑤ 管融着部の切削
マーキングが完全に消えるまで（5～10mm程度余分に）
表面をスクレープ（切削）する

⑥ 継手と管の清掃
継手内面および管切削面をアセトンを染み込ませた専用
のペーパータオルを用い素手で清掃する

⑦ 管と継手の固定
標線まで確実に管を挿入しクランプを用いて管と継手を
固定する

⑧ 融着
出力ケーブルのコネクターと継手のターミナルを接続する
コントローラーにバーコード情報を入力した後、スタート
ボタンを押して通電する

⑨ 冷却
通電終了後、冷却完了時の時刻を記入する
所定の時間、放置冷却する

⑩ 検査
インジケーターにより融着部の検査を行う

※インジケーターが隆起していない場合は、融着不良の可能性が
あるので、管を切断してやり直す
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　８．施工歩掛及びその他の資料
　当研究会では施工歩掛（「PWA005、006、
008、009」建物敷地内給水・消火配管用　電
気融着）を用意している。積算の簡素化の一助
になれば幸いである。詳しくは当研究会のホー
ムページを参照頂きたい（第12表）。
　それ以外にもEF施工で重要な工程となるス
クレープ（切削）に関して注意事項をとりまと
めた資料等も用意している。

　９．施工事例
　写真６に各種ポリエチレン管の施工例を示す。

　10．おわりに
　建築設備をはじめとした配管は顧客のニーズ
に応じて、配管材料、配管工法は変遷する。
　世の中の商品が様々に進歩を遂げている中
で、建築や工業分野にも革新的なシステム導入
が必要であると考えた。
　これらの高性能ポリエチレン管のシステム
は、各分野でこれまで使用されてきた金属管の
流れを大きく変えるものと考えており、管路の
耐久性、耐震性向上のみならず、トータルコス
ト削減の観点からも非常に大きな可能性を持っ
ている。
　最後に本稿がユーザー各位の参考となり、お
役にたてれば幸いである。

第12表　EF施工歩掛（屋内一般配管の例）

大道　康之
　積水化学工業㈱
　環境・ライフラインカンパニー総合研究所
　開発企画室　部長
　建築用ポリエチレンパイプシステム研究会所属

【筆者紹介】

写真６　施工事例

建物給水管の横引き管

工場配管の露出部

建物給水管の立管

消火配管の埋設部
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